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議長会HP

各
地
方
議
長
会
定
期
総
会

の
開
催
日
は
、
早
い
順
に
東

北
が
４
月
15
日
、
近
畿
が
16

日
、
北
信
越
、
中
国
が
20
日
、

東
海
が
22
日
、
北
海
道
、
関

東
、
四
国
、
九
州
が
27
日
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
中
国
市
議
会
議
長
会
を

除
く
８
議
長
会
で
書
面
開
催

と
な
っ
た
。

各
定
期
総
会
で
は
、
役
員

改
選
を
実
施
し
、
総
会
提
出

議
案
を
決
定
。
各
地
方
議
長

会
の
令
和
２
年
度
決
算
お
よ

び
３
年
度
予
算
に
つ
い
て
も

協
議
、
決
定
し
た
。

９
地
方
議
長
会
で
新
た
に

就
任
し
た
会
長
の
顔
ぶ
れ

は
、
▽
北
海
道
＝
細
川
正
人

札
幌
市
議
会
議
長
▽
東
北
＝

遠
藤
政
幸
盛
岡
市
議
会
議
長

▽
北
信
越
＝
小
泉
栄
正
長
野

市
議
会
議
長
▽
関
東
＝
助
川

忠
弘
柏
市
議
会
議
長
▽
東
海

＝
友
松
孝
雄
春
日
井
市
議
会

議
長
▽
近
畿
＝
山
田
芳
彦
八

幡
市
議
会
議
長
▽
中
国
＝
川

神
裕
司
浜
田
市
議
会
議
長
▽

四
国
＝
和
田
勝
美
高
知
市
議

会
議
長
▽
九
州
＝
川
越
桂
路

鹿
児
島
市
議
会
議
長
―
の
各

氏
。
北
海
道
を
除
く
８
地
方

議
長
会
の
会
長
は
、
全
国
市

議
会
議
長
会
の
各
部
会
長
を

兼
任
す
る
。

総
会
提
出
議
案
と
し
て
決

定
さ
れ
た
各
３
件
の
議
案
お

よ
び
予
備
議
案
１
件
を
２
面

に
掲
載
。
議
案
は
本
会
定
期

総
会
の
審
議
を
経
て
可
決
さ

れ
た
後
、
地
方
行
政
・
地
方

財
政
・
社
会
文
教
・
産
業
経

済
・
建
設
運
輸
の
５
委
員
会

に
付
託
さ
れ
る
。

本会は5月26・27日に都内
で開催を予定していました
第97回定期総会、市議会議
員共済会第122回代議員会
につきまして、書面会議で
の開催に代えることといた
しました。
新型コロナウイルスの感

染拡大の影響により都内で
同月末まで緊急事態宣言が
発令されていることなどを
考慮しました。
何卒、事情をご賢察いた

だきまようお願い申し上げ
ます。

5 月 15 日現在の市区数
指定都市	 20 市
中核市	 62 市
施行時特例市	23 市
一般市	 687 市
特別区	 23 区
　計	 815

全
国
の
９
地
方
市
議
会
議
長
会
は
４
月
15
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。
会
長
は
じ
め
役
員
を
改
選
し
、各
支
部・都
府
県
議
長
会
提
出
議
案
を

決
定
。
決
定
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
３
件
が
部
会
提
出
議
案
と
し
て
本
会
第
97
回
定
期

総
会
へ
上
程
さ
れ
る
（
２
面
に
総
会
提
出
議
案
掲
載
）。

９
地
方
議
長
会 

定
期
総
会
開
催

新
会
長
・
議
案
な
ど
決
定

新
会
長
・
議
案
な
ど
決
定

山田近畿議長会会長
（八幡市）

細川北海道議長会会長
（札幌市）

遠藤東北議長会会長
（盛岡市）

助川関東議長会会長
（柏市）

小泉北信越議長会会長
（長野市）

友松東海議長会会長
（春日井市）

川神中国議長会会長
（浜田市）

和田四国議長会会長
（高知市）

川越九州議長会会長
（鹿児島市）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

第97回定期総会第97回定期総会
書面開催書面開催
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提出部会 議案名 提出都府県・支部

北海道

北方領土問題の早期解決等
道東支部

北海道の道路整備
北海道新幹線の建設促進 道西支部
（予備）地域医療体制の充実確保 道東支部

東 北

東日本大震災からの早期復旧･復興 宮 城 県
原子力発電所事故災害への対応 福 島 県
道路交通網の整備促進 秋 田 県
（予備）新型コロナウイルス感染症に係る医療機関等への支援 福 島 県

北信越

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の更なる充実 富 山 県
北陸新幹線の整備促進 福 井 県
北朝鮮による拉致問題の早期解決 新 潟 県
（予備）北陸新幹線の早期完成等 石 川 県

関 東

新型コロナウイルス感染症拡大の影響下における安定的行政運営のための地方自治
体への財政的支援 神奈川県

緊急防災・減災事業債制度の充実・強化と恒久化 千 葉 県
地域活性化に資する制度創設等による支援策の拡充 茨 城 県
（予備）マイナンバーカードの普及促進に係る支援 東 京 都

東 海

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の継続及び弾力的な運用 静 岡 県
水害対策を確実に実施するための支援 三 重 県
地方議会からの意見書の扱いに係る制度の確立 岐 阜 県
（予備）エネルギー施策に関する支援 愛 知 県

近 畿

水道施設更新・改良に関する国庫補助制度等の拡充と創設 和歌山県
幼児教育・保育の充実

滋 賀 県ひきこもりに対する実効性のある支援策を求めること
（予備）道路ネットワークの整備促進

中 国

山陰道の建設促進 山 口 県
パーキンソン病患者をはじめ難病患者対策の推進を求めること 広 島 県
山陰への高速鉄道の実現 島 根 県
（予備）新型コロナウイルスワクチン接種 岡 山 県

四 国

自治体デジタル・トランスフォーメーション推進への支援 香 川 県
子ども医療費助成制度の国による制度化 徳 島 県
地域おこし協力隊任期後の定住・定着支援事業の拡充 愛 媛 県
（予備）障害者自立支援の充実と起業・就業支援による社会参加の機会拡充への支援 高 知 県

九 州

日米地位協定の抜本的な改定および在沖米軍基地の負担軽減 沖 縄 県
新型コロナウイルス感染症対策と地域経済等への支援 福 岡 県
九州における高速交通網等の整備促進 長 崎 県
（予備）地域医療の充実強化並びに自治体病院の医師確保対策及び財政支援措置 宮 崎 県

各地方議長会からの総会提出議案

小山市役所新庁舎
（写真提供＝小山市）

議場
（同左）

▽
小
山
市
（
栃
木
県
）

〒
３
２
３
―
８
６
８
６

小
山
市
中
央
町
１
―
１
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
７
階
。
新

庁
舎
の
基
本
方
針
に
も
設
定

さ
れ
て
い
る
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
、
市
民
の
積

極
的
な
傍
聴
の
た
め
に
議
場

に
は
親
子
ル
ー
ム
や
車
い
す

席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成
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に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
体

制
を
構
築
す
る
と
し
た
。

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
促

進
事
業
に
３
年
度
文
科
省
予

算
で
10
億
円
、
2
年
度
第
一

次
補
正
予
算
で
１
０
５
億
円

が
確
保
さ
れ
、
急
速
な
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
地
方
自

治
体
等
で
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
設
計
な
ど
へ
の
支
援
を
行

う
と
し
た
。

①
医
師
不
足
・
偏
在
対
策

②
救
急
医
療
の
充
実
確
保
③

自
治
体
病
院
へ
の
財
政
措
置

―
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

①
医
師
不
足
・
偏
在
対
策

に
つ
い
て
令
和
３
年
度
厚
生

労
働
省
予
算
で
は
、
地
域
医

療
構
想
・
医
師
偏
在
対
策
推

進
支
援
事
業
に
７
９
０
０
万

円
を
計
上
。
地
域
医
療
構
想

の
実
現
、
医
師
偏
在
の
解
消

教
職
員
定
数
の
安
定
的
確

保
や
財
源
の
充
実
確
保
の
た

め
、
文
部
科
学
省
は
義
務
教

育
国
庫
負
担
金
を
３
年
度
予

算
で
１
兆
５
１
６
４
億
円
、

２
年
度
第
二
次
補
正
予
算
で

40
億
円
計
上
し
た
。
３
年
度

に
お
い
て
３
１
４
１
人
の
教

職
員
定
数
が
改
善
さ
れ
、
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を

進
め
る
と
と
も
に
、
少
人
数

小
学
校
35
人
学
級 

段
階
的
導
入　

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会
④

地
域
医
療
施
策

地
域
医
療
施
策

【
４
面
へ
続
く
】

社
会
文
教
委
員
会
で
は
、

小
・
中
学
校
で
の
35
人
以
下

学
級
の
実
現
と
必
要
な
教
員

の
確
保
に
係
る
財
源
措
置
を

要
望
し
て
き
た
。ま
た
、昨
年

12
月
の
２
年
度
第
３
回
国
と

地
方
の
協
議
の
場
で
は
、
野

尻
哲
雄
本
会
会
長
（
当
時
）

（
大
分
市
）
か
ら
公
立
小・中

学
校
で
の
少
人
数
学
級
の
実

現
を
菅
義
偉
首
相
ら
出
席
者

に
対
し
要
望
し
た
。

政
府
は
、
小
学
校
の
学
級

編
制
の
標
準
の
人
数
を
５
年

か
け
て
学
年
進
行
で
35
人
へ

と
引
き
下
げ
る
と
決
定
。
３

年
度
は
小
学
校
1
～
２
年
が

35
人
学
級
と
な
る
（
下
表
参

照
）。
人
数
引
き
下
げ
に
伴

い
、副
校
長・教
頭
や
生
徒
指

導
担
当
教
員
な
ど
教
職
員
配

置
充
実
の
た
め
の
定
数
改
善

を
図
る
と
し
た
。

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
体

的
に
進
め
る
た
め
、
各
地
域

で
の
取
り
組
み
の
推
進
や
課

題
解
決
へ
向
け
た
支
援
が
行

わ
れ
る
。
産
科
・
小
児
科
医

の
減
少
に
よ
る
診
療
科
偏
在

に
対
し
て
は
11
億
５
０
０
万

円
を
確
保
し
、
地
域
へ
の
産

科
・
産
婦
人
科
医
お
よ
び
小

児
科
医
の
派
遣
な
ど
が
支
援

さ
れ
る
。

女
性
医
師
・
看
護
職
員
が

仕
事
と
出
産
・
育
児
を
両
立

し
や
す
く
す
る
環
境
整
備
に

は
、
女
性
医
師
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
に
１
億
４
１
０
０

万
円
、
働
き
方
支
援
事
業
に

５
２
０
０
万
円
計
上
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
お
い

て
幅
広
い
領
域
の
疾
患
等
を

総
合
的
に
診
る
こ
と
が
で
き

る
総
合
診
療
医
の
養
成
支
援

に
４
億
１
０
０
万
円
、
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

１
１
７
８
憶
６
６
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。

②
救
急
医
療
の
充
実
確
保

に
つ
い
て
は
、
救
急
医
療
体

制
の
推
進
に
3
年
度
厚
労
省

予
算
で
11
億
６
５
０
０
万
円

が
確
保
さ
れ
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
な
ど
へ
の
支
援
が
供

与
さ
れ
る
。

③
自
治
体
病
院
へ
の
財
政

措
置
等
で
は
、
３
年
度
厚
労

省
予
算
で
へ
き
地
保
健
医
療

対
策
に
25
億
７
５
０
０
万
円

を
計
上
、
診
療
所
や
医
療
拠

点
病
院
へ
の
支
援
な
ど
を
行

う
。ま

た
、
か
か
り
つ
け
医
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
含

め
た
遠
隔
医
療
設
備
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
3
年
度
厚
労

省
予
算
で
６
億
円
、
２
年
度

第
三
次
補
正
予
算
で
３
億
６

５
０
０
万
円
を
確
保
し
、
遠

隔
医
療
の
実
施
に
必
要
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
通
信
機
器
等

の
整
備
に
対
す
る
補
助
を
行

う
と
し
た
。

公
立
・
公
的
医
療
機
関
等

に
再
編
統
合
等
を
誘
導
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
た
上
で
の
支
援
や
、
機

能
転
換
に
よ
り
自
治
体
病
院

の
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
財
政
支
援
措

置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を
求

め
た
。

３
年
度
厚
労
省
予
算
で
は
、

地
域
医
療
構
想
・
医
師
偏
在

対
策
推
進
支
援
事
業
の
７
９

０
０
万
円
に
よ
っ
て
▽
地
域

医
療
構
想
の
実
現
▽
医
師
偏

在
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
―
を
一
体
的
に
進
め
る
た

め
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み

の
推
進
や
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
う
と
し
て
い
る
。

少

人

数

学

級

少

人

数

学

級

小
学
校
で
導
入
へ

小
学
校
で
導
入
へ

地
域
医
療
構
想

地
域
医
療
構
想

保
健
衛
生
施
策

保
健
衛
生
施
策

２ 年 度
要望結果

文

教

施

策

文

教

施

策

薬
物
取
締
体
制
等
の
充
実

に
つ
い
て
、
３
年
度
厚
労
省

予
算
で
は
12
億
円
が
計
上
さ

れ
た
。
麻
薬
取
締
部
の
捜
査

体
制
強
化
や
、
薬
物
乱
用
防

止
啓
発
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
３
年
度
厚
労
省
予
算
で

予
防
接
種
の
推
進
に
18
億
円

を
確
保
し
た
。

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
子

ど
も
へ
の
支
援
で
は
、
３
年

度
厚
労
省
予
算
で
発
達
障
害

学年
年度 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６
３年度 35人 40人
４年度 35人 40人
５年度 35人 40人
６年度 35人 40人
７年度 35人

(表)小学校における学年別の35人学級導入年度

（文科省資料をもとに本会作成）
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が
計
上
さ
れ
た
。

不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
に
要

す
る
費
用
へ
の
助
成
に
つ
い

て
、
保
険
適
用
ま
で
の
間
、

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
助
成

額
の
拡
充
等
と
と
も
に
、
不

妊
症
・
不
育
症
へ
の
総
合
的

な
支
援
を
行
う
と
し
て
い

る
。

２
億
円
（
２
年
度
第
三
次
補

正
で
１
６
０
億
円
）
が
計
上

さ
れ
、「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」
に
参
加
す
る
自
治
体
で

補
助
率
の
嵩
上
げ
措
置
が
継

続
さ
れ
た
。

③
に
つ
い
て
、
３
年
度
厚

労
省
予
算
で
は
育
児
休
業
中

の
経
済
的
支
援
の
強
化
に
17

億
円
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
を
促
進
す
る
枠
組
み
等
の

業
費
補
助
金
」
等
施
設
整
備

に
係
る
補
助
率
嵩
上
げ
措
置

の
継
続
③
育
休
期
間
の
拡
大
、

育
休
取
得
率
向
上
な
ど
待
機

児
童
解
消
に
つ
な
が
る
対
策

―
な
ど
を
求
め
た
。

①
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は

２
年
12
月
21
日
に
「
新
子
育

て
安
心
プ
ラ
ン
」を
発
表
。3

～
6
年
度
末
ま
で
の
4
年
間

で
約
14
万
人
の
保
育
の
受
け

皿
を
整
備
す
る
と
し
た
。

３
年
度
厚
労
省
予
算
で
は

保
育
の
受
け
皿
整
備
・
保
育

人
材
の
確
保
等
に
１
４
４
７

億
円
を
計
上
。「
新
子
育
て
安

心
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、保
育

所
等
の
整
備
や
魅
力
向
上
を

通
じ
た
保
育
士
の
確
保
、
業

務
負
担
の
軽
減
な
ど
が
支
援

さ
れ
る
と
し
た
。

②
に
つ
い
て
、
３
年
度
厚

労
省
予
算
で
は
保
育
所
等
整

備
交
付
金
に
４
９
７
億
円

（
２
年
度
第
三
次
補
正
で
１

５
８
億
円
）、保
育
対
策
総
合

支
援
事
業
費
補
助
金
に
４
０

れ
２
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
係
る
地
方
負
担
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交

付
金
」
に
よ
る
全
額
国
費
で

の
対
応
は
元
年
度
限
り
の
措

置
と
な
っ
て
お
り
、
２
年
度

以
降
の
地
方
負
担
は
普
通
交

付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

３
年
度
厚
労
省
予
算
で
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
着
実
な
実
施
（
一
部
社

会
保
障
の
充
実
）
に
３
兆
２

０
５
２
億
円
（
２
年
度
第
三

次
補
正
で
66
億
円
）
計
上
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
と
し
た
。

①
「
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」
後
の
新
た
な
プ
ラ
ン
の

早
期
提
示
お
よ
び
財
源
確
保

②
「
保
育
所
等
整
備
交
付

金
」「
保
育
対
策
総
合
支
援
事

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
、
３
年
度
厚
労

省
予
算
で
は
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
の
内
数
８
２

４
億
円
で
支
援
が
行
わ
れ
、

介
護
施
設
等
の
整
備
の
ほ
か
、

介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
て

必
要
な
事
業
が
支
援
さ
れ
る
。

介
護
従
事
者
の
確
保
・
養

成
で
は
、
３
年
度
厚
労
省
予

算
で
介
護
職
員
処
遇
改
善
加

算
等
の
取
得
促
進
支
援
事
業

に
２・０
億
円
を
計
上
。介
護

職
員
処
遇
改
善
加
算
の
取
得

に
向
け
た
支
援
や
、
３
年
度

介
護
報
酬
改
定
の
周
知
を
行

う
と
し
た
。
ま
た
、
２
年
度

第
三
次
補
正
予
算
で
は
、
介

護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付

事
業
の
貸
付
原
資
等
に
69
億

円
を
確
保
し
た
。

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付

金
お
よ
び
介
護
保
険
保
険
者

努
力
支
援
交
付
金
に
そ
れ
ぞ

る
地
域
支
援
や
そ
の
家
族
へ

の
支
援
が
行
わ
れ
る
。

策
の
推
進
に
７
・
０
億
円
を

計
上
。
発
達
障
害
者
に
対
す

児
・
発
達
障
害
者
の
支
援
施

【
３
面
か
ら
続
く
】

待
機
児
童
解
消

待
機
児
童
解
消

子

ど

も
・

子

子

ど

も
・

子

育

て

施

策

育

て

施

策

介
護
保
健
制
度

介
護
保
健
制
度

検
討
及
び
周
知
・
支
援
に
１

３
６
億
円
を
確
保
し
た
。
育

児
休
業
の
制
度
等
に
係
る
周

知
・
啓
発
や
助
成
金
に
よ
る

支
援
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ

る
。厚

労
省
の
２
年
度
第
三
次

補
正
予
算
で
、
不
妊
治
療
の

助
成
の
拡
充
に
３
７
０
億
円

不
妊
治
療
へ
の

不
妊
治
療
へ
の

財

政

措

置

財

政

措

置

障
害
者
施
策
に
つ
い
て

は
、
３
年
度
厚
労
省
予
算
で

一
部
新
規
事
業
と
し
て
地
域

生
活
支
援
事
業
等
の
拡
充
に

５
１
３
億
円
計
上
、
地
域
の

特
性
や
利
用
者
の
状
況
に
応

じ
て
事
業
が
拡
充
さ
れ
る
。

認
知
症
対
策
で
は
、
本
会

が
早
期
成
立
を
求
め
て
き
た

認
知
症
基
本
法
案
が
衆
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
議
中
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
制
度
で
は
、
３

年
度
厚
労
省
予
算
で
生
活
保

護
の
適
正
実
施
の
推
進
に

１
６
１
億
円
を
確
保
し
、
新

規
事
業
と
し
て
生
活
困
窮
者

等
へ
の
住
ま
い
確
保
・
定
着

支
援
が
推
進
す
る
と
し
た
。

地
域
雇
用
対
策
に
つ
い

て
、
３
年
度
厚
労
省
予
算
で

は
職
業
訓
練
を
通
じ
た
職
業

ス
キ
ル
や
知
識
の
習
得
に

１
０
８
７
億
円
が
確
保
さ
れ

た
ほ
か
、
都
市
部
か
ら
地
方

へ
の
移
住
を
伴
う
地
域
を
越

え
た
再
就
職
等
の
支
援
に

８・６
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

女
性
活
躍
推
進
に
つ
い
て

は
、
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両

立
に
３
年
度
厚
労
省
予
算
で

５・０
億
円
を
計
上
。不
妊
治

療
の
た
め
の
特
別
休
暇
制
度

導
入
や
職
場
環
境
整
備
に
取

り
組
む
中
小
企
業
事
業
主
に

助
成
を
行
う
と
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
、
環
境
省
で
は
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
大
限
導
入
す
る

計
画
づ
く
り
、
地
域
人
材
の

育
成
を
通
じ
た
持
続
・
回
復

可
能
な
地
域
社
会
実
現
支
援

事
業
に
３
年
度
予
算
で
12
億

円
、
２
年
度
第
三
次
補
正
予

算
で
25
億
円
を
計
上
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
再
エ
ネ
事

業
の
推
進
や
人
材
育
成
が
支

援
さ
れ
る
。

社
会
福
祉
施
策

社
会
福
祉
施
策

環
境
保
全
施
策

環
境
保
全
施
策

雇

用

対

策

雇

用

対

策


